
【別紙１】

自治体名 事業番号

浪江町 A-1

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 合計額

総事業費 5,934 32,584 32,841 32,584 103,943

施設改修

風評調査 体験企画 情報発信 ポータル 外部人材 語り部

○ ○

開始年度 終了年度

令和4年度 令和7年度

令和4年度 令和7年度

令和4年度 令和6年度

令和6年度 令和7年度

令和6年度 令和7年度

令和5年度 令和7年度

令和5年度 令和6年度

令和7年度 令和7年度

首都圏等での会食イベント、フェア 首都圏高級レストラン等でのインフルエンサー等を招聘した会食イベント及びフェアの開催

物産展等出店 イベントにおける物産販売等

１．基本情報

事業名

浪江町の産品を通じた風評払拭と地域情報発信事業

対象事業費区分

情報発信事業 外部人材活用

２．事業の実施状況サマリー

個別の事業名 具体的な取組内容の実績

物産、観光等PR用パンフ作成 産品紹介パンフ、旅色、総合パンフ

PR動画制作 おいしい大堀相馬焼、旅色、漁師かあちゃんの浜料理、等

新聞広告での産品PR 首都圏版新聞での広告掲載

プロ野球球場でのPR 東京ドームでの町産品等のPR

海外での会食イベント タイでのインフルエンサー等を招聘した会食イベントの開催

町内産地訪問 台湾・タイのインフルエンサーを招聘した町内産地訪問ツアーを開催
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アウトプット①

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 1 1

実績 1 1

アウトプット②

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 10000 21000 10000

実績 10000 21000 10000

アウトプット③

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 15000 15000

実績 15500 15500

アウトプット④

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 2 5

実績 1 8

アウトプット⑤

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 1 1 1

実績 1 1 1

アウトプット⑥

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 1 1

実績 2 1

アウトプット⑦

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 2 6

実績 2 13

アウトプット⑧

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 1

実績 1

観光ＰＲ、物産販売等へのイベント出店

農林水産品等を活用した会食イベントの開催（首都圏）

農林水産品等を活用した会食イベントの開催（海外）

農林水産物等PR動画制作

海外インフルエンサーを招聘した産地訪問ツアー

球場来場者へのパンフレット等配布

３．アウトプット・アウトカムの達成状況

プロ野球の試合を通じた町産品、食、キャラクター等の魅力発信

パンフレット作成
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アウトプット⑨

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 1

実績 3

アウトカム①

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 10000 30000

実績 41688 42147

アウトカム②

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 5000 10000

実績 2188 112301

アウトカム③

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 1000

実績 1000

アウトカム④

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 12000 14000 20000

実績 207279 268816 3681501

プロ野球試合の来場者数

関連動画の再生回数

首都圏レストランでの浪江農林水産物を活用したフェア開催

農林水産物等のPR関連動画PV

農林水産物PRパンフレット配布部数
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設定期間 令和5年度 ～ 令和7年度

目標達成度 従前値 目標値 実績値

117% 令和3年度 令和7年度 令和7年度

人 476,721 524,393 615,163

設定期間 令和5年度 ～ 令和7年度

目標達成度 従前値 目標値 実績値

180% 令和3年度 令和7年度 令和7年度

億円 1.8 2.0 3.6

風評の払拭に関する目標①

４．風評の払拭に関する目標の達成状況

町の情報発信交流拠点（道の駅なみえ）の販売客数（令和３年度の１０％増）

実績値の根拠

道の駅なみえからの報告（レジ通過人数）

風評の払拭に関する目標を変更した理由

風評の払拭に関する目標②

浪江町の水産品の販売額（令和3年度比10％増）

実績値の根拠

福島県海面漁業漁獲高統計

風評の払拭に関する目標を変更した理由
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事業実施による評価

５．総合評価

＜課題に対するこれまでの取組＞

・令和4年度に浪江町の農林水産品や伝統工芸品（大堀相馬焼）を活用し、都市圏で浪江町の食材・郷土料

理等を中心にした食事会を開催した。食事会にはインフルエンサー等の情報発信の効果を高める者が参加し、その

様子を動画に撮影。動画は大堀相馬焼の紹介、浪江町の農林水産品の紹介、請戸漁港の様子、町の農業の様

子の映像を加えて編集を行い、Youtubeで配信した。また、食事会の様子の写真を組み合わせた浪江町の農林水

産品、伝統工芸品（大堀相馬焼）をPRするパンフレット（冊子）を作成し、県外で配布を行った。

・令和5～6年度に東京およびタイで浪江町の農水産品を用いた食事会を開催した。食事会にはインフルエンサー等

の情報発信の効果を高める者が参加し、情報発信を行った。併せて、食事会実施店舗において、浪江町の農水産

品を使ったメニューを提供する2～4週間のフェアを開催した。加えて、芸能人の登場するパンフレット及び動画を作成

し、イベント及び観光関連施設等での配布や、首都圏ＪＲのサイネージでの放映を行った。

・令和7年度には東京で浪江町の農水産品を用いた食事会を開催し、インフルエンサー等が農水産品の魅力や安

全性の情報発信を行った。併せて食事会実施店舗等の3店舗で1か月間のフェアを開催した。また、シェフやインフル

エンサーを対象に町内産地訪問ツアーを実施し、生産現場で食材の魅力や安全性の理解促進や生産者との交流

機会の創出を図った。加えて、各種メディアや旅行会社と連携し、情報発信等を行った。

・令和6～7年度には東京ドームで町産品PRのためのイベントを開催した。試合前には新聞広告を通してイベント開

催や地域の魅力に関する情報を発信するとともに、試合会場にてノベルティの配布やポスター・のぼりの掲出、始球式

イベント等を行い、町の認知度向上を図った。また、両チームへ魚介類の詰合せを贈呈し、町産品の風評払拭に向

けたPRを行った。加えて、イベント実施後には首都圏での物販イベントを開催し、実際に首都圏でも町産品を購入

することのできる機会を創出した。

＜これまでの取組における成果＞

・令和4年度には、複数本制作した動画の中で、再生回数が多いもので、約8,000回となった。浪江町公式

YouTubeチャンネルの中でも、特に多く見られている動画となったことから、浪江町の海産品の魅力を伝える成果が

あった。

・令和5年度には、本事業をきっかけに、食事会場として使用した飲食店と町内水産加工業者との間で海産品の取

引が開始されるなどの成果があった。また、タイの事業においては本事業をきっかけに町内酒造店の日本酒の輸出開

始に繋がる成果があった。

・令和6年度には、一般消費者向けの2～4週間のフェアを実施することで、より多くの方に、浪江町の農水産品の魅

力とおいしさをPRすることができた。

・令和7年度には、町内産地訪問ツアーにより、生産現場で食材の魅力や安全性等を五感で感じてもらい、インフル

エンサー等からはより深い内容で情報発信いただいた。また、本事業をきっかけに、複数の首都圏飲食店から町内水

産加工業者等との間で、新規取引に向けた動きが生まれている。

・令和6～7年度事業において行った東京ドームでのイベントでは４万人以上の来場客に浪江町の特産品等のＰ

Ｒをすることができた。また町の紹介を行った新聞広告についてモニター調査を実施したところ、これまでの取り組みの

成果として「浪江町」の認知度が86％と高く、特産品等においては「なみえ焼そば」の認知度が50％と高かった。一

方で、未だに約20％以上の方が「福島県産品を購入することに抵抗がある」との回答が得られた。そのため、風評を

払拭するためには認知度向上の対応を継続しながら、物販等を通じ、町の特産品等を手に取る機会を提供し消費

行動につなげる取り組みを強化する必要があることが分かった。
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地域魅力向上・発信事業計画に基づく事業 評価報告書 

 

１．基本情報 

２．事業における目標と達成状況 

アウトプット アウトプットの達成状況 

 

①東京都内で浪江町情報発信イベントを開催（年２回） 

②パンフレット作成 

③町の農林水産品、伝統産業品（大堀相馬焼）を活用した地域の魅力発信 

 

 

①東京都内で浪江町情報発信イベントを開催  １回 

②パンフレット作成  10,000 部作成 

③動画３本制作 

 

アウトカム アウトカムの達成状況 

 

首都圏における浪江町農産物等の販売金額について、平成２２年度比較で２０％アッ

プさせる（令和７年度末） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業番号 事業名 

A－１ 浪江町の産品を通じた風評払拭と地域情報発信事業 

自治体名 経費区分（該当区分に○を入力） 

浪江町 ①情報発信事業 ②外部人材活用 
関連施設の

改修 事業実施年度 ⅰ風評動向調査 ⅱ体験等企画実施 
ⅲ情報発信コンテン

ツ作成 
ⅳポータルサイト構築 

ⅰ企画立案のための

外部人材の活用 

ⅱ地域の語り部の育

成 

R４年度  〇 〇     
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３．事業内容の詳細 

具体的な取組内容の実績 

 

１．東京都内のイベントスペース KITTE 及び新宿駅西口地下広場での浪江物産イベントの開催事業 

 ①実施期間：令和４年１０月２２日～令和４年１０月２３日 

 ②事業委託先：なし（直営）  

 ③実施場所：東京シティアイ 

 ④精算払額：317 千円  

 ⑤実施内容：交流自治体である岡山県赤磐市と共同で PR・物販イベントを開催した。  

          両自治体のゆるキャラのほか、それぞれの自治体にゆかりのある「春風亭昇吉さん」「浪江女子発組合」がトークショーを行い会場を盛り上げた 

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            イベント写真（物販会場）                           イベント写真（ＰＲコーナー） 
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２． 浪江町の産品の魅力を紹介するパンフレットによる情報発信事業 

 ①実施期間：令和４年１２月２２日～令和５年３月１７日 

 ②事業委託先：有限会社エヌ・エス・ピー 

 ③実施場所：浪江町内 

 ④精算払額：825 千円 

 ⑤実施内容：町の特産品等のパンフレット 10,000 部を作成。都内観光案内所、ホテル等１１施設へ配架した。 

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                作成パンフ（表紙） 

 

3． 町の農林水産品、伝統産業品（大堀相馬焼）を活用した地域の魅力発信事業 

 ①実施期間：令和５年１月１７日～令和５年３月１７日 

 ②事業委託先：ガッチ株式会社 

 ③実施場所：浪江町大字幾世橋字知命寺地内 

 ④精算払額：4,791 千円 

 ⑤実施内容：地元出身シェフを起用、大堀相馬焼の器を使った都内で食のイベントを開催し、 インフルエンサーを招致して会の様子を発信していただいた。 

また、大堀相馬焼に関するパンフレット（５００部）や動画（３本）を作成しＰＲを行った。 

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 
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          制作動画①                   制作動画②                     制作動画③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

           制作パンフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        食のイベントメニュー（表）              食のイベントメニュー（裏） 
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地域魅力向上・発信事業計画に基づく事業 評価報告書 

 

１．基本情報 

２．事業における目標と達成状況 

アウトプット アウトプットの達成状況 

①浪江町の農林水産品や伝統産業品（大堀相馬焼）を活用した会食イベントを開催し

て、農産品・海産品等を PR する動画・パンフレットの作成 

②タイ（バンコク）におけるショールームへの展示、インフルエンサー等を活用した会食イベン

トとその映像配信 

③著名人を活用した町産品、グルメ等魅力発信をする動画、紙冊子、電子雑誌の作成 

 

①首都圏での会食イベント：1 回 

 国内向け PR 動画・パンフレット制作：動画１本、パンフレット 500 部 

②タイ（バンコク）での会食イベント：２回 

 海外向け PR 動画・パンフレット制作：動画 1 本、パンフレット 500 部 

③俳優「羽田美智子」さん出演の産品等紹介パンフレット（電子版含む）制作 

パンフレット関連の PR 動画作成 

アウトカム アウトカムの達成状況 

①関連動画 PV：10,000PV/年 

 パンフレット配布部数：500 部 

②関連動画 PV：2,000PV/年 

  パンフレット配布部数：200 部 

③関連動画：10,000PV/年 

 電子雑誌閲覧数：10,000PV/年 

 紙冊子配布数：20,000 部 

①関連動画 PV：176,624 回 

   パンフレット配布部数 500 部 

②関連動画 PV：30,655 回 

   パンフレット配布部数 500 部 

③関連動画：115,912PV 

 電子雑誌閲覧数：64,635 件 

 紙冊子配布数：20,000 部 

事業番号 事業名 

A－１ 浪江町の産品を通じた風評払拭と地域情報発信事業 

自治体名 経費区分（該当区分に○を入力） 

浪江町 ①情報発信事業 ②外部人材活用 
関連施設の

改修 事業実施年度 ⅰ風評動向調査 ⅱ体験等企画実施 
ⅲ情報発信コンテン

ツ作成 
ⅳポータルサイト構築 

ⅰ企画立案のための

外部人材の活用 

ⅱ地域の語り部の育

成 

R５年度   〇     
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３．事業内容の詳細 

具体的な取組内容の実績 

１．浪江町の食材・郷土料理等を中心にした首都圏での会食イベント 

２．タイ（バンコク）のショールームにおける農水産品、伝統産業品（大堀相馬焼）等の展示及び現地インフルエンサーを活用した情報発信 

 ①実施期間：令和５年９月１３日～令和 6 年 3 月 15 日 

 ②事業委託先：ガッチ（株） 

 ③実施場所：東京都（Commedia）、タイ バンコク（Terroir Bangkok）等 

 ④精算払額：11,385 千円 

 ⑤実施内容：請戸ものを中心に浪江町の食材（農産品）や日本酒、大堀相馬焼を使用したコースを設計し、国内では東京都内において首都圏のグルメインフルエンサー等 6 名を

招聘した会食イベントを実施し、海外ではタイ（バンコク）のインフルエンサー等５名及びバンコクの飲食店関係者・ソムリエ等を招聘した会食イベントを実施し、請戸も

のや浪江の農林水産物の安全性や魅力を幅広く発信した。 

          あわせて、国内向け、海外向けのパンフレットを各 500 部作成し、首都圏の飲食店及びタイ（バンコク）の飲食店等に配布した。 

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 
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３．著名人を活用した町産品、グルメ等魅力発信をする動画、紙冊子、電子雑誌の作成、YouTube、デジタルサイネージ等での情報発信事業 

 ①実施期間：令和５年１１月２９日～令和６年３月２９日 

 ②事業委託先：（株）ブランジスタメディア 

 ③実施場所：浪江町内 

 ④精算払額：21,199 千円  

 ⑤実施内容：俳優 羽田美智子さんをキャストしたパンフレット旅色を 20，000 部作成。イベント等で配布した。 

          また、関連動画を作成し、JR 常磐線上野駅⇔水戸駅の電車内モニター（トレインチャンネル）でスポット CM を４週間放映したほか、新宿駅及び東京駅の 

          売店（NewDays）３３か所で１か月間放映した。 

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 
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地域魅力向上・発信事業計画に基づく事業 評価報告書 

 

１．基本情報 

２．事業における目標と達成状況 

アウトプット アウトプットの達成状況 

①浪江町の農林水産品を活用した会食イベントと農産品・海産品等を PR する動画の作

成 

②インフルエンサー等を活用した会食イベントとその映像発信 

③請戸の海産品を活用した料理紹介動画とその映像配信 

④プロ野球の試合を通じた町産品、食、キャラクター等の魅力発信 

①② 首都圏での会食イベント：1 回、インフルエンサー5 名、メディア 6 社招聘 

     海外（タイ）での会食イベント：1 回、インフルエンサー5 名、メディア 5 社招聘 

    国内向け PR 動画制作：４本 

    海外向け PR 動画制作：4 本 

③動画制作：5 本 

④来場者へのパンフレット等配布 15,500 部 

アウトカム アウトカムの達成状況 

①関連動画 PV：10,000PV/年 

②関連動画 PV：2,000PV/年 

③関連動画 PV：2,000PV/年 

④プロ野球試合の来場者数１万人以上 

①関連動画 PV：160,829 回 

②関連動画 PV：104,143 回 

③関連動画 PV：3,844PV 

④プロ野球試合の来場者数 41,688 人 

 

 

 

事業番号 事業名 

A－１ 浪江町の産品を通じた風評払拭と地域情報発信事業 

自治体名 経費区分（該当区分に○を入力） 

浪江町 ①情報発信事業 ②外部人材活用 
関連施設の

改修 事業実施年度 ⅰ風評動向調査 ⅱ体験等企画実施 
ⅲ情報発信コンテン

ツ作成 
ⅳポータルサイト構築 

ⅰ企画立案のための

外部人材の活用 

ⅱ地域の語り部の育

成 

R６年度  〇 〇     
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３．事業内容の詳細 

具体的な取組内容の実績 

１．浪江町の食材・郷土料理等を中心にした首都圏での会食イベント 

２．タイ（バンコク）のショールームにおける農水産品、伝統産業品（大堀相馬焼）等の展示及び現地インフルエンサーを活用した情報発信 

①実施期間：令和６年９月１２日～令和７年３月１４日 

②事業委託先：サッポロビール㈱地域創生事業グループ 

③実施場所：東京都（ラチュレ）、タイ バンコク（喜多朗寿司 KAGUYA）、等 

④精算払額：13,424 千円  

⑤実施内容：請戸ものを中心に浪江町の食材（農産品）や日本酒、大堀相馬焼を使用したコースを設計し、国内では東京都内において首都圏のグルメインフルエンサー等 5 名、

メディアを 6 社招聘した会食イベントを実施し、海外ではタイ（バンコク）のインフルエンサー等５名、メディア 5 社を招聘した会食イベントを実施し、請戸ものや浪江の

農林水産物の安全性や魅力を幅広く発信した。 

          あわせて、農林水産物の安全性と魅力を伝えるためのＰＲ動画を国内向け・海外向け各 4 本を製作し、国内外に広く発信した。 

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             国内向け動画制作                          首都圏会食イベント                       首都圏会食イベント 
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３．請戸の海産品を活用した料理紹介動画の作成及び SNS 等での発信 

①実施期間：令和６年７月１９日～令和７年３月１４日 

②事業委託先：PlanVie 株式会社 

③実施場所：浪江町 

④精算払額：2,805 千円  
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⑤実施内容：請戸ものをより身近に感じて、安全性及び魅力を伝え、一般消費を拡大することを目指し、春夏秋冬のそれぞれの時期にあわせた“家庭でもできる”請戸ものの料理動

画を「漁師かあちゃんのカンタン浜料理」と題して、季節ごとの料理動画各 1 本、計 4 本とダイジェスト版の 1 本の合計 5 本を製作し、広く発信した。 

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 
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４． プロ野球の試合を通じた町産品、食、キャラクター等の魅力発信事業（浪江町プロモーション事業） 

①実施期間：令和６年５月９日～令和６年１１月１２日 

②事業委託先：読売新聞東京本社 

③実施場所：東京ドーム（東京都文京区） 

④精算払額：16，611 千円  

⑤実施内容： 巨人‣広島戦においてワンデー協賛冠試合を開催。 

           アイドルグループ LumiUnion が出演し、浪江町請戸漁港で水揚げされた海産物を両チームに贈呈。 

           佐々木彩夏さんが始球式を行った。 

           また、1 塁側通路に設置された特設ブースにもメンバーがかえつけ、パンフレット配布等を行い賑わった。 

            その他実施内容 

             ・ メインビジョンでの広告動画放映 

             ・ 球場内外のサイネージでの静止画放映 

             ・ 球場入口でのパンフレット、ノベルティ（ウチワ）配布 15,000 枚 

             ・ 抽選での特産品（なみえ焼そば）プレゼント 

           試合に先駆け、読売新聞首都圏版（約３２０万部）に町のＰＲ広告（１５段カラー）を掲載。 

           掲載後には読者モニターに対し、町の知名度等に関するアンケート調査を実施。 

           併せて、掲載した新聞広告を使用したチラシを作成し、実施後のイベント等で活用した。 
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⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          両チームへの商品贈呈                     メインビジョンでの広告映像放映                  特設 PR ブース（１塁側通路） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      １塁側通路でのパンフレット等配布  

 

 

                                                   新聞広告                               チラシ 
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地域魅力向上・発信事業計画に基づく事業 評価報告書 

 

１．基本情報 

２．事業における目標と達成状況 

アウトプット アウトプットの達成状況 

１ 浪江町農林水産物等情報発信事業 

①浪江町の農林水産品等を活用した会食イベントとフェアの実施およびインフルエンサー

等による情報発信 会食イベント 1 回、フェア 1 回 

 ②タイのインフルエンサー等を招いた浪江町内ツアーの開催およびインフルエンサー等による

情報発信 ツアー1 回 

 ③メディアによる情報発信の実施 各種メディア（テレビ、新聞 WEB 等）にて 3 回 

 

２ プロ野球の試合を通じた町産品、食、キャラクター等の魅力発信 

 ①来場者へのパンフレット等配布 15,000 部 

 ②観光ＰＲ、物産販売等へのイベント出店 ５回 

１ 浪江町農林水産物等情報発信事業 

①会食イベント：1 回、インフルエンサー5 名、メディア 6 社招聘 

  フェア：首都圏高級レストラン等 3 店舗で 1 か月間実施、約 2,000 食提供 

②町内ツアー：1 回、海外インフルエンサー2 名（台湾、タイ）招聘 

③新聞、テレビ、WEB 等での発信：延べ 10 回以上 

 

 

２ プロ野球の試合を通じた町産品、食、キャラクター等の魅力発信 

 ①来場者へのパンフレット等配布 15,500 部 

 ②観光ＰＲ、物産販売等へのイベント出店 8 回 

アウトカム アウトカムの達成状況 

１ インフルエンサー等による情報発信における SNS 等のリーチ数合計 20,000 回 

２ プロ野球試合の来場者数３万人以上 

１ 会食イベント関連情報発信 229,415PV 

町内ツアー関連情報発信  3,452,086PV 

２ プロ野球試合の来場者数 42,147 人 

事業番号 事業名 

A－１ 浪江町の産品を通じた風評払拭と地域情報発信事業 

自治体名 経費区分（該当区分に○を入力） 

浪江町 ①情報発信事業 ②外部人材活用 
関連施設の

改修 事業実施年度 ⅰ風評動向調査 ⅱ体験等企画実施 
ⅲ情報発信コンテン

ツ作成 
ⅳポータルサイト構築 

ⅰ企画立案のための

外部人材の活用 

ⅱ地域の語り部の育

成 

R７年度  〇      
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３．事業内容の詳細 

具体的な取組内容の実績 

１ 浪江町農林水産物等情報発信事業 

①．浪江町の農林水産品や伝統産業品を活用した首都圏での会食イベントおよびフェア 

②．タイのインフルエンサーを招いた浪江町内ツアーを開催 

③．各種メディア（テレビ、新聞、WEB 等）を活用した情報発信 

①実施期間：令和 7 年７月１４日～令和８年２月２７日 

②事業委託先：サッポロビール㈱地域創生事業グループ 

③実施場所：東京都（ラ・ボンヌターブル、ラチュレ、車力門おの澤）、浪江町内等 

④精算払額：12,947 千円  

⑤実施内容：請戸ものを中心に浪江町の食材（農産品）や日本酒、大堀相馬焼を使用したコースを設計し、東京都内において国内外のインフルエンサー5 名、メディアを 6 社招

聘した会食イベントを 1 回、首都圏高級レストラン 3 店舗にてフェアを 1 か月間実施するとともに、台湾・タイのインフルエンサー2 名を招聘した町内産地訪問ツアーを実

施し、請戸ものや浪江の農林水産物の安全性や魅力に加え、復興の歩みや生産者の取組みなどストーリー性をもって風評払しょくにつながる情報を国内外に幅広く発

信した。 

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 
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２ プロ野球の試合を通じた町産品、食、キャラクター等の魅力発信（浪江町プロモーション事業） 

 ①実施期間：令和 7 年 5 月１日～令和８年 1 月２１日 

 ②事業委託先：読売新聞東京本社、直営 

 ③実施場所：東京ドーム（東京都文京区）、日本橋ふくしま館（東京都中央区） 

 ④精算払額：１９，６３７千円  

 ⑤実施内容： 巨人‣ヤクルト戦においてコラボイベント開催。 

           アイドルグループ LumiUnion が出演し、浪江町産コシヒカリを両チームに贈呈。 

           佐々木彩夏さんが始球式を行った。 

           また、1 塁側通路に設置された特設ブースにもメンバーがかえつけ、パンフレット配布等を行い賑わった。 

            その他実施内容 

             ・ メインビジョンでの広告動画放映 

             ・ 球場内外のサイネージでの静止画放映 

             ・ 球場入口でのパンフレット、ノベルティ（ウチワ）配布 15,000 枚 

             ・ 抽選での特産品（なみえ焼そば）プレゼント 

           試合に先駆け、読売新聞首都圏版（約３２０万部）に町のＰＲ広告（１５段カラー）を掲載。 

           掲載後には読者モニターに対し、町の知名度等に関するアンケート調査を実施。 

           併せて、LumiUnion のメンバーが登場するパンフレット、及び掲載した新聞広告を使用したチラシを作成し、実施後のイベント等で活用した。 

           また、試合の翌日から福島県のアンテナショップにおいてイベントを開催。上記新聞広告及び球場でのサイネージで告知を行い誘導を図った。 
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 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            両チームへの商品贈呈                      LumiUnion メンバーによる賑やかし                  日本橋ふくしま館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 新聞広告                            観光パンフ                          チラシ 
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自治体名 事業番号

浪江町 A-2

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 合計額

総事業費 0 7,754 15,826 16,879 16,802 57,261

施設改修

風評調査 体験企画 情報発信 ポータル 外部人材 語り部

○ ○ ○ ○

開始年度 終了年度

令和4年度 令和7年度

令和4年度 令和7年度

令和6年度 令和7年度

対象事業費区分

１．基本情報

情報発信事業

浪江町デジタルコンテンツを活用した魅力発信事業

事業名

２．事業の実施状況サマリー

個別の事業名

浪江町デジタルコンテンツを活用した魅力発信事業

インフルエンサーと連携しTikTokを活用した町の魅力発信　

外部人材活用

具体的な取組内容の実績

動画制作11本、誘客ツアーやキャンペーン8回

Tikインフルエンサーとのライブ配信11回

キャラクターイベントへの出展を通した魅力発信 県外のイベント出展10回
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アウトプット①

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 - 3本 1本 2本 2本

実績 - 4本 2本 3本 2本

アウトプット②

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 - 6本 5本 10本 10本

実績 - 10本 13本 10本 2本

アウトプット③

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 - 2回 2回 2回 2回

実績 - 2回 3回 4回 4回

アウトプット④

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 - - 1回 2回 2回

実績 - 1回 2回 2回 2回

アウトプット⑤

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 - - - 5回 5回

実績 - - - 5回 5回

アウトカム①

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 - - 20,230回 20,230回 11,000回

実績 - - 35,000回 2,600回 99,000回

アウトカム②

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 - - 20％増 20％増 -

実績 - - 30％増 20％増 -

アウトカム③

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標 - - 1,710／2,625 2,052／3,150 2,000／4,900

実績 - - 2,120／4,080 2,811／4,985 3,441／5,600

アンケート調査「浪江町へのイメージの変化はあったか」の回答割合の向上

PR動画の制作（長尺）

動画の再生回数

３．アウトプット・アウトカムの達成状況

PR動画の制作（短尺）

SNSのフォロワー数の増加（Instagram／TikTok）

インフルエンサーと連携したライブ配信の実施

誘客ツアーやキャンペーンの実施

イベント出展と認知度調査の実施
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設定期間 令和4年度 ～ 令和6年度 要 変更理由

目標達成度 従前値 目標値 実績値

159% 令和4年度 令和5年度 令和5年度

回 18391 22069 35000

設定期間 令和4年度 ～ 令和5年度 要 変更理由

目標達成度 従前値 目標値 実績値

105% 令和4年度 令和5年度 令和5年度

％ 71 95 100

設定期間 令和4年度 ～ 令和6年度 要 変更理由

目標達成度 従前値 目標値 実績値

95% 令和4年度 令和6年度 令和6年度

人 2,625 5,250 4,985

設定期間 令和4年度 ～ 令和5年度 要 変更理由

目標達成度 従前値 目標値 実績値

95% 令和4年度 令和5年度 令和5年度

人 593,488 712,186 676924

実績値の根拠

町公式YouTubeチャンネルの動画の再生回数

令和5年度に目標値を達成したため。

風評の払拭に関する目標②

R4年度当初のアンケート数値を基礎数値とし、比較で50％ＵＰ。

実績値の根拠

R4年度～R５年度に実施したツアー参加者へのアン

ケート結果。R4年度に実施したツアー参加者向けの

アンケートで「浪江町へのイメージに変化はあったか」と

いう問いに対して、「マイナスイメージから良いイメージに

変化があった」と回答した人の件数を基礎数値とした。

風評の払拭に関する目標を変更した理由

風評の払拭に関する目標③

インフルエンサーと連携したＳＮＳのフォロワー数が、R4年度比較2倍以上のＵＰ。

令和5年度に目標値を達成したため。

未達成で、かつ、事業内容の見直しを行ったため

風評の払拭に関する目標を変更した理由

４．風評の払拭に関する目標の達成状況

風評の払拭に関する目標①

動画の再生回数が、R4年度比較で20％ＵＰ

風評の払拭に関する目標を変更した理由

未達のためより実現可能な目標を設定したため

実績値の根拠

インフルエンサーと連携したSNSはTikTok。フォロ

ワーの増加数

風評の払拭に関する目標④

町への観光客数が、R4年度比較で20％ＵＰ

実績値の根拠

福島県が公表している「観光客入込状況」の一

覧より

風評の払拭に関する目標を変更した理由
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設定期間 令和7年度 ～ 令和7年度

目標達成度 従前値 目標値 実績値

165% 令和5年度 令和7年度 令和7年度

回 50000 60000 99000

設定期間 令和7年度 ～ 令和7年度

目標達成度 従前値 目標値 実績値

109% 令和5年度 令和7年度 令和7年度

人 4300 5160 5600

風評の払拭に関する目標⑤

風評の払拭に関する目標を変更した理由

実績値の根拠

インフルエンサーと連携したSNSはTikTok。フォロ

ワーの増加数。

風評の払拭に関する目標⑥

インフルエンサーと連携したＳＮＳのフォロワー数が、R５年度（4,300件）比較20％以上のＵＰ（5,160件）

町公式YouTubeチャンネルの動画の再生回数

風評の払拭に関する目標を変更した理由

動画の再生回数が、R５年度(50,000回再生)比較で20％ＵＰ（60,000回再生）

実績値の根拠
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５．総合評価

事業実施による評価

本事業の取り組みにより、「震災・原発事故のイメージが残っている」、「震災の記憶の風化により被災地への興味・

関心が低下している」という課題に対して、浪江町のリアルな情報を、動画・SNS・インフルエンサー・県外イベント・誘

客ツアー等を組み合わせた継続的な情報発信により、浪江町の認知度向上やイメージ・行動変容、若年層を含む

新たなターゲット層への発信を実現することができた。

成果として挙げられることは下記の通り。

・SNSやデジタルコンテンツを活用した発信規模が拡大した。

　動画の再生回数の増加、SNSのフォロワー数の増加により、継続的なデジタル発信を行うことで、浪江町を知っても

らうための接点が増えたと評価できます。

・インフルエンサーを活用した大きな発信力でイメージアップができた。

　インフルエンサーと連携したTikTokのライブ配信では、視聴者数や再生回数が増えただけではなく、町SNSのフォロ

ワー数の拡大、インフルエンサーがきっかけで浪江町に訪問した人が増加した。特に、若年層への認知拡大という点に

関しては、正しい情報の発信や震災の記憶の風化の防止など、一定の効果があったと考えられる。

・「知ってもらう」から「来てもらう」へ展開できた

　インフルエンサーと連携したライブ配信や、ツアーやキャンペーンの実施により、情報で見るだけの状態から、実際に町

への足を運び、そして、地域での消費を行う、という流れを作ることができたと考える。

・浪江町のイメージや認知度について、具体的なデータを蓄積できた。

　事業を通して、県外各地で認知度調査を実施したことにより、リアルな情報や、比較できるデータ、今後の風評払

拭や町への誘客に活用できるデータが多く得られた。データをもとに、今後の事業展開の計画を進めることができる。

その一方で、認知度調査によって、福島県から遠い地域ほど認知度が低く、震災や原発事故のイメージが強く残ると

いうことも課題として残った。浪江町を知っていても、“震災・原発事故”という過去のイメージで止まっていることが確認

できたため、今後は、「浪江町を知ってもらう」ための事業から、「今の浪江町を知り、実際に訪れ、体験してもらう

（関りを持ってもらう）」ための事業へと、さらに展開していく必要があると考えられる。そして、情報発信の内容に関し

て見直しをしていく必要もある。広く情報を届けるために、たくさん動画を作って発信したとしても、世間が超情報社会

へと変わっているため、ただ単に発信するだけでは、情報が届かない状況になっている。「誰に・何を・どの媒体で・どう届

けるか」を明確に定めた発信を検討する必要があると考える。

今後は、SNS上の再生数・フォロワー数だけでなく、Webの閲覧数、イベントへの参加、町への来訪、町内での消費

など、情報発信が実際の行動変容にどうつながったかを把握することで、事業効果をより明確に検証していくことが望

まれる。
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地域魅力向上・発信事業計画に基づく事業 評価報告書 

 

１．基本情報 

２．事業における目標と達成状況 

アウトプット アウトプットの達成状況 

1 動画等の製作本数 毎年度ロング 3 本、町キャラクターを活用した動画 6 本を予定 

2 発信力のあるインフルエンサーと連携し町の魅力発信（毎年 2 回を予定） 

 

１ ロング動画を計４本制作、キャラクターも登場するショート動画を計１０本制作。 

２、インフルエンサーを町にお呼びし、町内で開催されたイベントと連携したライブ発信やショ

ート動画による発信を２回実施。 

 

 

アウトカム アウトカムの達成状況 

〇令和７年度末における目標 

・動画の再生回数が、R4 年度比較で 20％ＵＰ。 

・R4 年度当初のアンケート数値を基礎数値とし、比較で 50％ＵＰ。 

・インフルエンサーと連携したＳＮＳのフォロワー数が、R4 年度比較 2 倍以上のＵＰ。 

・町への観光客数が、R4 年度比較で 20％ＵＰ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業番号 事業名 

A－２ 浪江町デジタルコンテンツを活用した魅力発信事業 

自治体名 経費区分（該当区分に○を入力） 

浪江町 ①情報発信事業 ②外部人材活用 
関連施設の

改修 事業実施年度 ⅰ風評動向調査 ⅱ体験等企画実施 
ⅲ情報発信コンテン

ツ作成 
ⅳポータルサイト構築 

ⅰ企画立案のための

外部人材の活用 

ⅱ地域の語り部の育

成 

R４年度   〇     
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３．事業内容の詳細 

具体的な取組内容の実績 

１． 浪江町デジタルコンテンツを活用した魅力発信事業 

 ①実施期間：令和４年１２月～令和５年３月 

 ②事業委託先：一般財団法人双葉郡地域観光研究協会 

 ③実施場所：浪江町内 

 ④精算払額：6,545 千円  

 ⑤実施内容：（１）町を知らない人やマイナスイメージを持っている人向けに、浪江町の総合的な PR 動画やそれに付随した地域の事業者のインタビュー動画などの制作、 

（２）WEB 広告による PR、（３）動画に連携したオンラインツアーを実施、（４）WEB を活用した情報発信のための特集ページの構築 

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

（１）１、浪江町の総合的な PR 動画（横・長尺動画、縦・ショート動画）各１本 視聴回数ː18,391 回          ２、地域事業者のインタビュー動画３本                             
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（２）WEB 広告による PR ウェブ広告画面   （３）動画に連携したオンラインツアーを実施 

     
（４）WEB を活用した情報発信のための特集ページの構築 
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2 インフルエンサーと連携し、Tik Tok を活用した町の魅力発信  

① 実施期間：令和４年８月～令和５年３月 

② 事業委託先：株式会社サイドバイスロース 

③ 実施場所：浪江町内 

④ 精算払額：1,209 千円  

⑤ 実施内容：若年層の利用者が増えているアプリ「TikTok」を活用し、町を知ってもらい、関心を持ってもらうために、認知度の高いインフルエンサーと連携し、町を知らない人や若年

層向けに、町で開催されるイベントでライブ配信を２回実施した。また、インフルエンサーには動画を制作してもらい、自身のアカウントで発信してもらった。 

⑥ 上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

（１）福島ッスル 9 月 24 日  

配信アカウント：浪江町アカウント 

ゲストクリエイターː芳賀セブン 

   視聴者数     11,385 件 

   フォロワー閲覧者数 620 人 

   新規フォロワー数 409 人 

   コメント数    189 件 

 

 

（２）十日市祭 11 月 20 日  

配信アカウント：ゲストクリエイターのアカウント  

ゲストクリエイターːみいるか 

   視聴者数     86,779 件 

   フォロワー閲覧者数 19,418 人 

   新規フォロワー数 2,599 人 

   コメント数    15,026 件 
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地域魅力向上・発信事業計画に基づく事業 評価報告書 

 

１．基本情報 

２．事業における目標と達成状況 

アウトプット アウトプットの達成状況 

1 動画 ロング 1 本、ショート 5 本を制作 

2 誘客ツアー及びオンラインツアーを１回実施 

3 発信力のあるインフルエンサーと連携した町の魅力発信を２回実施 

1 動画 ロング２本、ショート１３本を制作 

2 誘客ツアーを２回実施 

3 発信力のあるインフルエンサーと連携した町の魅力発信を３回実施 

アウトカム アウトカムの達成状況 

・動画の再生回数が、R4 年度比較で 2０％ＵＰ。 

・R4 年度当初のアンケート数値を基礎数値とし、比較で 5０％ＵＰ。 

・インフルエンサーと連携したＳＮＳのフォロワー数が、R4 年度比較 2 倍以上のＵＰ。 

・町への観光客数が、R4 年度比較で２０％ＵＰ 

 

・動画の再生回数が、R4 年度 18,391 回 、R5 年度に公開した「おとな女子旅」の再生

回数が、35,000 回となり、比較で９０％ＵＰのため、達成となる。 

・R4 年度「浪江町へのイメージに変化はあったか」という問いに対して、「震災・原発事故が

あった町」というイメージから「解除された町」「復興に向けて進んでいる町」「道の駅なみえが

活発」など良い方向に変化があったと回答したのは全体の 71％。R5 年度は同様の問いに

対して全員が良い方向に変化を感じたため、達成となる。 

・インフルエンサーと連携した SNS は TikTok。ＳＮＳフォロワー数 R4 年度の基礎数値が

2,625 人であり、R５年度のフォロワー数は、4,080 人で、未達成となる。 

・福島県が公表している観光客入込数によると、R4 年度は 593488、R5 年度は

676924 人と目標の 20％に達していない。 

事業番号 事業名 

A－２ 浪江町デジタルコンテンツを活用した魅力発信事業 

自治体名 経費区分（該当区分に○を入力） 

浪江町 ①情報発信事業 ②外部人材活用 
関連施設の

改修 事業実施年度 ⅰ風評動向調査 ⅱ体験等企画実施 
ⅲ情報発信コンテン

ツ作成 
ⅳポータルサイト構築 

ⅰ企画立案のための

外部人材の活用 

ⅱ地域の語り部の育

成 

R５年度  〇 〇 〇    



【別紙２】 

３．事業内容の詳細 

具体的な取組内容の実績 

１． 浪江町デジタルコンテンツを活用した魅力発信事業 

 ①実施期間：令和５年５月～令和６年３月  

 ②事業委託先：一般財団法人双葉郡地域観光研究協会 

 ③実施場所：浪江町内 

 ④精算払額：12,474 千円  

 ⑤実施内容：浪江町の関係・交流人口を増加し、町のイメージを向上させるため、「町を知らない人」や「町を知っているけどマイナスイメージを持っている人」たちに向け、町の現状や  

復興の様子、産品の安全性を正確に伝える動画などを制作し、各種デジタルコンテンツ（YouTube、TikTok、Twitter、Instagram）で発信した。 

（１） 動画の制作 （１、総合的な動画１本 ２、誘客のための動画 2 本 ３、施設や事業者紹介動画１２本） 

（２） 着地型誘客コンテンツの企画と造成、ツアーの実施 ２回 

（３） WEB を活用した情報発信のための特集ページの構築 ３本制作 

（４） WEB 広告による PR 

⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

（１） 動画の制作 

１、 浪江町を総合的に紹介した動画（横・長尺）１本     ２、誘客・旅をイメージした「大人女子旅」（横・長尺）１本、cm 風動画（横・短尺） １本 
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３、観光関連施設や町内事業者を紹介する動画 横・短尺 １２本 

 
 

（２） 着地型誘客コンテンツの企画と造成、ツアーの実施 ２回実施 
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（３） WEB を活用した情報発信のための特集ページの構築 

 「大堀相馬焼」「ビジネス」「女子旅」をテーマにした記事を３本制作 
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（４） WEB 広告による PR  

 

 
 

２． インフルエンサーと連携し、TikTok を活用した町の魅力発信 

 ①実施期間：令和５年５月～令和６年３月  

 ②事業委託先：株式会社サイドバイスロース 

 ③実施場所：浪江町内 

 ④精算払額：3,352 千円 

 ⑤実施内容：若年層の利用者が増えているアプリ「Tiktok」を活用し、認知度の高いインフルエンサーと連携し、町を知ってもらい、関心を持ってもらうために、町を知らな

い人や若年層向けに、町で開催されるイベントでライブ配信を３回実施した。また、インフルエンサーには動画を制作してもらい、自身のアカウントで発信してもらった。  

⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 
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（１）福島ッスル １０月８日 

配信アカウント：ゲストクリエイターのアカウント 

ゲストクリエイターː芳賀セブン、さくら、ケンネル、たいきち 

   視聴者数     45,104 件 

   フォロワー閲覧者数 836 人 

   コメント数    771 件 

 

 

 

（２）標葉祭り １０月２１日 

配信アカウント：ゲストクリエイター のアカウント 

   ゲストクリエイターːみいるか 

視聴者数    85,016 件 

   フォロワー閲覧者数 2,688 人 

   コメント数    1,201 件 

 

 

 

（３）キャンドルナイト ３月１０日 

配信アカウント：浪江町のアカウント 

ゲストクリエイターː１００円娯楽 

   視聴者数    38,900 件 

   コメント数    325 件 
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地域魅力向上・発信事業計画に基づく事業 評価報告書 

 

１．基本情報 

２．事業における目標と達成状況 

アウトプット アウトプットの達成状況 

1 動画等の製作本数 横動画ロング 2 本、SNS で活用できる縦動画ショート 10 本を予

定 

2 令和 5 年度に構築した誘客ツアーをブラッシュアップした誘客ツアーの実施を予定（年 2

回を予定） 

3 発信力のあるインフルエンサーと連携し、町の魅力発信を予定（毎年 2 度を予定） 

4 イベント出展し、町の魅力発信を行うとともに、町のイメージ調査などを行う（出展回数

5 回を予定） 

1 横動画ロング３本、SNS で活用できる縦動画ショート 10 本を予定 

2 令和 5 年度に構築した誘客ツアーをブラッシュアップした誘客ツアーを２回実施 

3 発信力のあるインフルエンサーと連携し、町の魅力発信を４回実施した 

4 イベント出展し、町の魅力発信を行うとともに、町のイメージ調査などを５回行った 

 

 

 

アウトカム アウトカムの達成状況 

1 動画の再生回数が、R4 年度比較で 10％ＵＰ。 

2 R4 年度当初のアンケート数値を基礎数値とし、比較で 20％ＵＰ。 

3 インフルエンサーと連携したＳＮＳのフォロワー数が、R4 年度比較 20％のＵＰ 

4 町のキャラクターのＳＮＳのフォロワー数が、R5 年度比較 20％のＵＰ 

1 動画の再生回数が、R4 年度 18,391 回 、R6 年度に公開した動画の再生回数は

2,600 回となり、未達成となる。 

2 アンケートにおいて、「①浪江町へのイメージの変化はあったか」という問いに対して、約７

割が「変化があった」と回答。「②浪江町に訪れたいと思ったか」という問いに対して全員が

「訪れたいと思った」と回答した。これを基礎数値とし、R6 年度と比較した結果、①について

は、「浪江町を始めた知った人」に対してイメージの変化を与えることができたと仮定し、全体

事業番号 事業名 

A－２ 浪江町デジタルコンテンツを活用した魅力発信事業 

自治体名 経費区分（該当区分に○を入力） 

浪江町 ①情報発信事業 ②外部人材活用 
関連施設の

改修 事業実施年度 ⅰ風評動向調査 ⅱ体験等企画実施 
ⅲ情報発信コンテン

ツ作成 
ⅳポータルサイト構築 

ⅰ企画立案のための

外部人材の活用 

ⅱ地域の語り部の育

成 

R６年度 〇 〇 〇     
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の全体の半数以上にイメージ変容を与えることができたと考える。また、「うけどんに会いに浪

江町に行きたい」という回答が②と同様とすれば、各イベントのアンケートで 16～25％の回

答があった。そのためおおむね達成と考えられる。。 

3 ＳＮＳのフォロワー数の R4 年度の基礎数値が TikTok：2,625。R6 年度のフォロワー

数は、TikTok：4985 人（189％増）となり、20％増のため達成となる。 

4 町のキャラクターのＳＮＳのフォロワー数 R5 年度は X：5,800、Instagram：

2,120。R6 年度のフォロワー数が、X：6,174（106％増）、Instagram：2,811

（132％増）により、比較 20％ＵＰは達成となる。 

 

３．事業内容の詳細 

具体的な取組内容の実績 

１． 浪江町デジタルコンテンツを活用した魅力発信事業 

 ①実施期間：令和６年４月～令和７年３月  

 ②事業委託先：一般財団法人双葉郡地域観光研究協会 

 ③実施場所：浪江町内 

 ④精算払額：12,886 千円  

⑤実施内容：浪江町の関係・交流人口を増加し、町のイメージを向上させるため、「町を知らない人」や「町を知っているけどマイナスイメージを持っている人」たちに向け、町の現状や復

興の様子、産品の安全性を正確に伝える動画などを制作し、各種デジタルコンテンツ（YouTube、TikTok、X（旧：Twitter）、Instagram）で発信した。また、地域住民や事業者

と連携したツアーを構築し、浪江町へ誘客し、リアルな浪江町を体験してもらう企画を実施した。 

（１） WEB を活用した情報発信のための特集ページの構築、サイトコンテンツや動画の制作 

（２） 魅力体験ツアーの企画と造成、ツアーの実施 ２回 

（３） 町キャラクターを活用し、県外イベントでの認知度促進や観光誘客の実施 

（４） WEB 広告による PR 

⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 
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（１）WEB を活用した情報発信のための特集ページの構築、サイトコンテンツの制作 
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（２）魅力体験ツアーの企画と造成、ツアーの実施 ２回 

 
※２回目のツアーは天候不良のため、中止し、３回目として実施した。 

 

（３）町キャラクターを活用し、県外イベントでの認知度促進や観光誘客の実施  ５回 

 ・５月２５日～２６日 ご当地キャラ成田詣２０２４ （千葉県成田市） 

 ・９月１４日～１５日 ご当地キャラまつり In 須崎 （高知県須崎市） 

 ・１１月９日～１０日 ご当地キャラ EXPOIn りんくう （大阪府泉佐野市） 

 ・１１月３０日 昆布ブラザーズ生誕祭 （岩手県普代村） 

 ・１２月７日～８日 日本東北遊楽日２０２４ （台湾） 

 イベント出展にあわせて、浪江町の認知度調査を実施し、約 1,000 件のデータが収集できた。地域によって、浪江町の認知度に差があり、福島県から遠い地域ほど、認知度が低く、震

災や原発事故のイメージが強い状況。ただし、多くの回答者が震災後の復興や浪江町の文化に興味があると回答していた。産品については「なみえ焼そば」の認知度は高いが、「請戸も

の」などの海産物の認知度は低い。 
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（４）WEB 広告による PR 
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２． インフルエンサーと連携し、TikTok を活用した町の魅力発信 

 ①実施期間：令和６年９月～令和７年３月 

 ②事業委託先：株式会社サイドバイスロース 

 ③実施場所：浪江町内 

 ④精算払額：3,993 千円 

 ⑤実施内容：若年層（10 代～20 代）の利用者が増えている TikTok で人気のあるインフルエンサーと連携し、町の魅力発信や町へ訪れたくなる仕掛けづくりを企画し、実施した。

浪江町内で開催するイベントと連携し、インフルエンサーによる TikTok でのライブ配信を４回行った。また、インフルエンサーには動画を制作してもらい、自身のアカウントで発信してもらっ

た。  

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

（１）十日市祭 11 月23 日 

配信アカウント：浪江町のアカウント 

ゲストクリエイターː100円娯楽 

視聴者数 17,000 件 

交流会参加者ː100名 

 

 

（２）焼きそばサミット 11 月23 日 

配信アカウント：浪江町のアカウント 

ゲストクリエイターːオムライス兄さん 

視聴者数 15,000 件 

交流会参加者ː150名 
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（３）請戸魚市 12 月7 日 

配信アカウント：浪江町のアカウント 

ゲストクリエイターːみいるか 

視聴者数 前半6,000 件、後半182,000 件 

 交流会参加者ː20名 

 

 

 

 

 

 

（４）3.11 を忘れない配信 3 月11 日 

配信場所：浪江町立請戸小学校 

配信アカウント：ゲストクリエイターのアカウント 

ゲストクリエイターː遠坂めぐ 

視聴者数 21,131 件 

  コメント数    771 件 
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地域魅力向上・発信事業計画に基づく事業 評価報告書 

 

１．基本情報 

２．事業における目標と達成状況 

アウトプット アウトプットの達成状況 

1 動画等の製作本数 横動画ロング 2 本、SNS で活用できる縦動画ショート 10 本を予

定 

2 令和 6 年度に構築した誘客ツアーをブラッシュアップした誘客ツアーの実施を予定（年 2

回を予定） 

3 発信力のあるインフルエンサーと連携し、町の魅力発信を予定（年 2 度を予定） 

4 イベント出展し、町の魅力発信を行うとともに、町のイメージ調査などを行う（出展回数

5 回を予定） 

  各イベントにつき、パンフレットの配布を 500 部、調査件数は 200 件。 

1 横動画ロング 2 本、SNS で活用できる縦動画ショート 2 本を制作。 

2 ブラッシュアップし、「なみえに、出会う旅」という名称とキャンペーンを実施した、誘客キャン

ペーンを 2 回実施。 

3 発信力のあるインフルエンサーと連携し、町の魅力発信を４回実施した 

4 イベント出展し、町の魅力発信を行うとともに、町のイメージ調査などを５回行った 

  また、各イベントでのパンフレットの配布部数は 500 部以上、調査件数は合計約 1800

件となった。 

 

アウトカム アウトカムの達成状況 

・動画の再生回数が、R5 年度（10,000 回再生）比較で 10％ＵＰ（11,000 回再

生） 

・インフルエンサーと連携したＳＮＳのフォロワー数が、R5 年度（4,300 人）比較 20％の

ＵＰ（5,160 人） 

・町のキャラクターのＳＮＳのフォロワー数が、R5 年度（Instagram2,000 人、X5,000

・R7 年度に制作したショート動画２本が合計 99,000 回再生（YouTube にて）となり、

10％ＵＰが達成となる。 

・インフルエンサーと連携したＳＮＳ（TikTok）のフォロワー数が、R7 年度 5,600 人とな

り、比較 37％ＵＰのため達成となる。 

・町のキャラクターのＳＮＳのフォロワー数について、R7 年度は Instagram：3,441、X：

事業番号 事業名 

A－２ 浪江町デジタルコンテンツを活用した魅力発信事業 

自治体名 経費区分（該当区分に○を入力） 

浪江町 ①情報発信事業 ②外部人材活用 
関連施設の

改修 事業実施年度 ⅰ風評動向調査 ⅱ体験等企画実施 
ⅲ情報発信コンテン

ツ作成 
ⅳポータルサイト構築 

ⅰ企画立案のための

外部人材の活用 

ⅱ地域の語り部の育

成 

R７年度 〇 〇 〇     
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人）比較 20％のＵＰ（Instagram2,400 人、X6,000 人） 

・ツアー参加者に対し、道の駅なみえなど町内のお店で買い物をする時間を設け、町の産品

購入者数がツアー参加者のうち 8 割を目指す。 

6,364 のため、20％ＵＰが達成となる。 

・ツアーの最初と最後の到着地点を道の駅なみえにしたことにより、参加者全員が町の産品

購入や館内での飲食に誘導できたため、達成となる。 

３．事業内容の詳細 

具体的な取組内容の実績 

１． 浪江町デジタルコンテンツを活用した魅力発信事業 

 ①実施期間：令和７年４月～令和８年３月 

 ②事業委託先：一般社団法人双葉郡地域観光研究協会 

 ③実施場所：浪江町内 

 ④精算払額：8,833 千円  

⑤実施内容：浪江町の関係・交流人口を増加し、町のイメージを向上させるため、「町を知らない人」や「町を知っているけどマイナスイメージを持っている人」たちに向け、町の現状や復

興の様子、産品の安全性を正確に伝える動画などを制作し、各種デジタルコンテンツ（YouTube、TikTok、X（旧：Twitter）、Instagram）で発信した。また、地域住民や事業者

と連携したコンテンツを構築し、浪江町へ誘客し、リアルな浪江町を体験してもらう企画を実施した。 

（１） 地域住民や事業者と連携したコンテンツ造成とプロモーション 

（２） 誘客キャンペーンの構築と実施 

（３） WEB を活用した情報発信のための特集ページの構築、サイトコンテンツの制作 

（４） WEB 広告による PR 

⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

（１） 地域住民や事業者と連携したコンテンツ造成とプロモーション 

（２） 誘客キャンペーン「なみえに出会う旅」の構築と実施 

10 月と３月の２回に分けて実施。 

10 月開催については、テーマに分けてコンテンツを造成。 

「なみえの未来に会いに行く」 「なみえの食・文化に会いに行く」 

「なみえの人に会いに行く」 
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【別紙２】 

（３）WEB を活用した情報発信のための特集ページの構築、サイトコンテンツの制作 

歴史、スポット、ツアー、祭り、ツアーの５つのテーマで制作。 

  
 

（４） WEB 広告による PR 
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２． キャラクターイベントへの出展を通した魅力発信 

 ①実施期間：令和７年５月～令和８年３月 

 ②事業委託先：一般社団法人 ONE 福島 

 ③実施場所：⑤参照  

 ④精算払額：4,432 千円  

 ⑤実施内容：キャラクターイベントへの参加とブース出展により、町の魅力を発信しながら、町への誘客を促した。来場者に対し浪江町の認知度調査やイメージ調査などを行った。 

 ・５月２４日～２５日 ご当地キャラ成田詣２０２５ （千葉県成田市） 

 ・９月１３日～１４日 ご当地キャラまつり In 須崎 （高知県須崎市） 

 ・９月２７日～２８日 ご当地キャラカーニバル （群馬県前橋市） 

 ・１０月１１日 ゆるキャラトレイルフェスティバル （岩手県普代村） 

 ・３月１４日～１５日 トラベルランド （愛知県名古屋市） 

 イベント出展にあわせて、浪江町の認知度調査を実施し、約 1,800 件のデータが収集できた。地域によって、浪江町の認知度に差があり、福島県から遠い地域ほど、認知度が低く、震

災や原発事故のイメージが強い状況。また、R6 年度にも参加したイベントがあるため、前年度の比較ができ、結果として、２回出展した地域では浪江町の認知度向上が確認できた。 
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３、インフルエンサーと連携し、TikTok を活用した町の魅力発信 

 ①実施期間：令和７年１０月～令和８年３月 

 ②事業委託先：株式会社プランヴィ、株式会社サイドバイスロース 

 ③実施場所：浪江町内 

 ④精算払額：3,536 千円 

 ⑤実施内容：若年層（10 代～20 代）の利用者が増えている TikTok で人気のあるインフルエンサーと連携し、町の魅力発信や町へ訪れたくなる仕掛けづくりを企画し、実施した。

浪江町内で開催するイベントと連携し、インフルエンサーによる TikTok でのライブ配信を４回行った。また、インフルエンサーには動画を制作してもらい、自身のアカウントで発信してもらっ

た。  

 ⑥上記⑤の実施内容が確認できる写真 

 

（１）十日市祭 11 月23 日 

配信アカウント：浪江町のアカウント 

ゲストクリエイターːみいるか 

視聴者数 17,000 件 

 ステージ出演に対する観客：約50人 

 

 

 

 

 

（２）3 月 8 日配信「なみえに出会う旅」配信～スマモビ編～ 

配信日時：3 月 8 日（日）10:00～11:30（１.5h） 

配信先：TikTok（町アカウント） 

ゲストクリエイターːケンネル 

・視聴者数     1,300 件 

   ・コメント数    281 件 
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（３）3 月 8 日配信「なみえに出会う旅」配信～まちあるき編～ 

配信日時：3 月 8 日（日）14:00～15:30（１.5h） 

配信先：TikTok（ゲストアカウント）と YouTube（町アカウント）にて配信 

ゲストクリエイターː遠坂めぐ 

  【TikTok】             【YouTube】   

 ・視聴者数  5,000 件     ・視聴者数     797 件 

    ・コメント数    279 件     ・いいね件数    24 件 

 

 

（４）3 月 11 日配信「3.11 を忘れない 浪江町からの便り」 

配信日時：3 月 11 日（水）14：00～15：00（1ｈ） 

ゲストクリエイターː小坂井ゆりえ 

【TikTok】               【YouTube】 

・視聴者数     2,300 件    ・視聴者数     555 件 

・コメント数    75 件  

 

 

 

 


